

























Nicholas Marsh William Blake: The Poems

























































を別にすると，この詩にはほとんど不規則な点はない。例えば，’With silent delight’と ‘sits and 


















































































































































































































































































































































































り絶望感を加えている。「見つかった少年」では‘Lonely fen’の悲しげな響きと，7行目の‘Who in 










































































































































































































































































































































































































































































っている（例えば，’Little Lamb who made thee’）。一方，子どもの思考を詳しく解説している


















































































詩行にはそれぞれの行の両半分に３つの連続した強勢が置かれている。'And what shoulder, & 












Nicholas Marsh William Blake: The Poems（宮町誠一）
─ 150 ─
れている’what’は，いくつかの束になった強勢群を生み出しており，創造主の力の招来を求めてい





















のだろうか？虎の眼は本当に ｢燃えている｣ のだろうか？虎は ｢失われた少女｣ の獅子のように

























































































































































































































































Nicholas Marsh William Blake: The Poems（宮町誠一）
─ 158 ─
その天使の議論はほほえましいものであり，陳腐な’thou’や’thyself’という気取った大げさな表



























































































































































































































































































































５　ブレイクの個々の詩作品に関する批評の流れについては次の解説書が有益である。 Summerfield, Henry. A 
Guide to The Books of William Blake for Innocent and Experienced Readers: with notes on interpretive 













の統一性を構成しており，その物質の個性的な特徴的美を構成している。Alex Preminger and T.V. Brogan 


















































20 原注④　Erdman, David V., The Illuminated Blake , London 1975, Oxford University Press, p.84.
21　Emanuel Swedenborg(1688−1772)はスウェーデンの科学者・神秘思想家。ストックホルムに生まれ，ウプ
サラ大学などに学び，鉱物学・機械学の領域で名を成したが，しだいに異常な霊的啓示を体験するようになり，
1747年，それまでの科学的研究を一切やめ，心霊的な研究に没頭。主著はHeaven and Hell (1758；英訳1778)




レイクのコンコーダンスとしては以下の参考文献がある。Erdman, David V. (Editor) A Concordance to the 
Writings of William Blake , New York: Cornell University Press. Volume 1−2, 1967。
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